
■正誤表 

潮見佳男著『基本講義 債権各論Ⅱ 不法行為法［第 3版］』におきまして、下記の誤りがございました。 

お詫びのうえ、訂正させていただきます。 

刷数 頁 場所 誤 正 

3 74 下から 7 行目 被害者の将来の 加害者の将来の 

3 108 下から 2 行目 保母 保育士 

3 134 下から 4 行目 同条前段 同条 1号 

3 137 8.8.3  2 行目 
被害者が損害と加害者を知った時か

ら 
不法行為の時から 

3 171 17 行目 ⑦ Y が甲を X の権利侵害時に占有

していたこと 
（削除） 

2 214 2 行目 最判平 29・10・23 最高裁 HP 最判平 29・10・23 判タ 1442-46 

3 244 
コラム内 

（2）の 1-2 行目 
（Y1）は，…（Y2）に （Y2）は，…（Y1）に 

 


